
（法第10条第1項第7号関係 

 

2022年度の事業年度の事業計画書 

 

2022年 1月 1日から  2022年  12月  31日まで 

 

特定非営利活動法人 まど 

１ 事業実施の方針 

 法人としての基礎を徹底的に昨年整備したので、今年度は「新しい創造」として、事業別に新たな取り組みを創

出する年度としたい。各事業での新たな取り組みのきっかけづくりの年とする。 

福祉事業では「就労移行支援」事業が、始動するので特に注意して活動していくようにする。 

２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

事 業 名 

(定款に記載した事業) 
具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

 実施予定日時 

(B)当該事業の 

実施予定場所 

(C)従事者の 

予定人数 

(D)受益対象 

者の範囲 

(E)予定人数 

小・中学校で不登校状態の生徒が通え、

付属学校の出席日数となるフリースク

ール運営事業 

・学校の出席日数になる教室を開き

勉強や体験学習を行う。 

・不登校、引きこもり、生活困窮者

などを対象とした学習支援を行

う。 

(A) 火曜日 15 時

～19時 

(B) 中津教室 

(C) 2～4名 

(D) 小学生以上 

(E) 10名まで 

通信制高校の資格を取得するサポート

を行う事業 
・精華学園高等学校の卒業資格取得

のための学業サポートやスクーリ

ング・試験・特別活動のサポート

（スクーリング、試験は学習セン

ターである中津教室で行う） 

(A) 平日9時～19

時 

(B) 豊前教室 

(C) １～2名 

(D) 中学を卒業

した者で高

校卒業の意

思があるも

の 

(E) 40名 

不登校や引きこもりを経験したスタッ

フがサポートするメンタルフレンド事

業 

・通信制高校の卒業生や生徒に登録

してもらい、不登校等で悩んでい

る生徒と遊んだり一緒に勉強した

りして、学業復帰や自立を支援す

る。 

・タブレット設備も用いて今の世代

の若者に適応したサポートを行

う。 

(A) 利用者とメン

タルフレンド

の相互で話し

合う。週１～

２回 

(B) 中津教室 

(C) 1名 

(D) 引きこもり

や不登校で

悩む小学生

以上の者 

(E) メンタルフ

レンド 1 名

に対して２

～３名 

児童福祉法に基づく児童発達支援及び

放課後等デイサービス事業 
・学校終了後の生徒の居場所作りと、

障害を持つ子供たちやボーダーラ

インの子供たちの放課後教室を実

施し、家庭のサポートを主とする。 

(A) 月曜日から土

曜日までの

11時～17時 

(B) 豊前教室 

(C) 3～5人 

(D) 放課後 1 人

になる生徒

や放課後の

生活に支障

のある生徒 

(E) 10人 

 



小・中・高校生の家庭教師事業 
 

・不登校、引きこもりの生徒対象で

はあるが、施設の利用ではなく学

業だけのサポートを行う。 

・高校生については、提携家庭教師

派遣施設に依頼する。 

(A) 利用者と相談

の上決定。 

(B) 各家庭 

(C) 1人～2人 

(D) 家庭教師を

利用したい

者 

(E) 家庭教師 1

人につき 5

人まで 

不登校や引きこもりで悩む親の会運営

事業 

・不登校、引きこもりで悩む生徒の

保護者のサポートを行う。 

・保護者の会を運営する。 

(A) 利用者との相

談の上決定。 

(B) 中津教室・豊

前教室 

(C) スタッフ全員 

(D) 会に入会し

たい者 

(E) 生徒数まで 

子供教育、社会教育、自立支援、まちづ

くり、保健、医療又は福祉の増進に関わ

るイベント企画事業 
 

・イベントを企画し、運営する。 

・地域の方々に参加してもらえるよ

うな企画立て、運営を行う。 

・地域のイベントに参加する。 

(A)3ヶ月に1回 

(B)豊前教室もし

くは地域の施設 

(C)スタッフ全員 

 

(D)イベント参

加者 

(E)イベントの

規模による 

 

地域のよりどころ事業（カフェ運営等） ・こまど＋ぷらすというフリースペ

ースを運営し、居場所づくり、こ

ども食堂などを行う。 

・地域の方々との交流の場を作る。 

・おもちゃ図書館 

(A) 不定期（週2

～3営業） 

(B) 中津教室 

(C) 2～3人 

(D) 生徒、利用

者、保護者、

地域の方  々

(E) 場所に入れ

る人数 

障害者の日常生活及び社会生活を総合

的に支援するための法律に基づく障害

福祉サービス事業 

・自立訓練（生活訓練）事業 

・就労移行支援事業 

(A) 月曜日から土

曜日までの

10時～15時 

(B) 中津教室 

(C) 4～5人 

(D) 18歳以上の

困難を抱え

る若者 

(E) 各施設10人 

その他、この法人の目的を達成するため

に必要な事業 
・オープンキャンバス 

・教室認知度上昇のためのイベント

企画。 

・法人の目的を達成するために行う

イベント。 

(A) 不定期 

(B) 中津教室・豊

前教室・その

他の施設 

(C) スタッフ全員 

(D) 企画に参加

する者 

(E) イベントや

企画の規模

による 

 

 


